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《海外だよ り》

University of Wollongongよ り豪 州 の 大 学 を 概 観 す る

杉 井 俊 夫

1は じ め に シ ドニ ー 大 学(1852年)、 ニ ュ ー サ ウス ウ ェー

9月11日 朝7時5分 晴 天 の シ ドニ ー 空 港 に ル ズ 大 学(1958年)な ど の50年 以 上 の 古 い 大

我 が家5人 が 降 り立 っ た.日 本 で は 、 蒸 し蒸 学 が あ る が 、UOWは1975年 創 立 の比 較 的 新

し と して い た の に 、 こ ち らは カ ラ っ と して い しい 大 学 に 入 る 。 日本 で は 、 神 戸 大 学 、 筑 波

て 建 物 か ら出 る と肌 寒 い 感 じが す る。 日本 は 大 学 、 上 智 大 学 、 小 樽 商 科 大 学 、 広 島 修 道 大

晩 夏 で あ る が 、 こ ち らは 早 春 で あ る。 予 約 し 学 他 と交 換 留 学 生 の 提 携 を 結 ん で い る。 キ ャ

て あ つ た ピ ッ ク ア ップ サ ー ビス を探 して い る ン パ ス の 広 さ は 、82.4haで 中 部 大 学 の2倍 強

と、UniversityofWollongong(以 後 、UOW)の 広 さを も ち、 学 生 数 は 約15,000人 で 、 豪

の 大学 ロ ゴ入 りの 旗 とSugiiFamilyの プ ラ 州 の 大 学 と して は 中 規 模 だ1)。 学 部 は 、人 文 、

カ ー ドが ・… ほ つ 。 運 転 手 ら しい プ ラ カ ー ド 商 学 、 芸 術 、 教 育 、 工 学 、 保 健 ・行 動 科 学 、

の持 ち 主 に 、 も う1組 のpassengerが い る か 法 学 、理 学 、情 報 工 学 の9学 部 が 設 置 され て

ら・ こ こ で待 ・ て い る よ うに と広 暢 所 へ 案 ソ ー 勘L
、

爵 、

内 され た 。 す る と、 一人 の 女性 に 「UOWへ'耗 ー、_
馬

い くの で す か 、 私 も 同 じ とこ ろ へ 行 き ま す 。

驚1糠;霧 貯蜜墾
生(人 と国)と 印 象 を受 けたの が、初 めて の 霧 ・!一.

オ ー ス トラ リア 、Wollongong(ウ ー ロ ン ゴ ン)写 真1記 念 撮影 をす る人 が 多 い 正 門 前

に接 した 瞬 間 だ っ た 。
、-【・、.胃盈 慰- ..レ 』 」

2uowを 取 り巻 く 環 境
.畔 .丁 晶_一 ニ ーs.

UOW(UniversityofWollongong)っ て 聞 -コ.=「;糞

い た こ とな い な あ と言 わ れ る方 が い る と思 う。 ・哨 悉 二L済','

場 所 は 、NSW(ニ ュー サ ウス ウェー ル ズ)州

に あ り、 シ ドニ ー 空 港 か ら フ リー ウエ イ で1.

時 間 ほ ど海 岸 線 に 沿 っ て 南 へ い っ た ウー ロ ン'

ゴ ン とい う町 に あ る州 立大 学 だ.NSWに は

写真2学 生 が昼 食 を取 った り昼 寝す る芝生
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おり、私は、工学部のDepartme皿tofCivi1，

Mining目11d E皿vim皿mont乱1Engimering

（土木・鉱山鉱物・環境工学科）の私の2つ年

上のPmf．Indr肌atnaところにお世話になっ

ている。

 ご存知のようにオーストラリアは鉄鋼、石

炭の世界的な輸出国であるが、このウーロン

ゴンの港が石炭を積み出す港である。工業港

というと空気の汚い灰色の景色が浮かぶかも

知れしれないが、今では南のケンブラ港に移

っており、薄汚れたイメージとは全く違う。

ここは細かい粒の揃った砂の美しい浜が何

kmも続き、真っ青な空をVの字の群れにな

って飛ぶ白い鴎の姿は筆舌に耐え難いくらい

のコントラストを感じさせる光景である。さ

らには、この砂浜は鳴き砂（Mu畠ica1sand）

といって乾いた砂の上を歩くとキュワッ、キ

ュワッと鳴く（メカニズムを説明するのは紙

面がかなり必要なので省略させていただく。

どうしても知りたい方は三輪先生の
www．bigai．ne．jp卜miw品’i皿dex．htmlへ）。北

陸のr琴が浜」は有名な鳴き砂の砂浜である

が、今では砂が汚れて鳴き難くなっている。

 一方、ここウーロンゴンの砂浜は何処でも

鳴くという。オーストラリアの砂浜の砂は世

界的にもきれいで日本やハワイにも輸出され

ている。また、この「Wo1Iongo皿g（ウ」ロン

ゴン）」という地名は、烏龍茶？中国に関係あ

るのか思う方が多いかもしれないが（私も最

初は・・〕、原住民のアボリジニの言葉で「砂に

打ち寄せる波の音」というなんともロマンチ

ックなネーミングから、この砂浜のイメージ

をご理解いただけよう。

 学生は約70カ国から集まっていおり、ア

ジア系が半分以上で、その中では日本・韓国

人は少ないようだ。キャンパスは低層の建物

で、高くても3階立て程度で威圧感を与える

ような建物はない。寮などの20棟ほどの宿

泊施設を除いても50棟ぐらいが線キャンパ

スの中に建っている。建物は、私の部屋から

廊下での話し声は勿論、隣室のポスドク研究

員の論文を読む声（彼は毎回音読する）や鼻

歌がそのまま聞こえ得るようなところで気密

性や剛性は全くない。建設中の民家も綿い柱

写真4 キャンパス内を流れる小川

写真3 鳴き砂の広いビーチ 写真5 自然色1＝調和したキャンパス案内板
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写真6 キャンパス積の”t．keira｛486m〕

で大丈夫かと思わせるような造りである。オ

ーストラリアでは地震は少ないが皆無ではな

い。現地の建設業の技師に聞いたところによ

るとr地震、そんなの1O年位前に工度起き

たきりさ凸そのくらいの柱で十分だよ。」と言

われた。こちらの建物はレンガ張りが多く、

大きな地震では持たないだろうという感じだ

が、地震なんてこれまた全く心配していない。

 一方、キャンパス内には芝生や木々が多く、

人工の池や小川が流れており、きれいな珍し

い鳥や野うさぎが見られ、まるで国立公園の

ようである。しかし薄暗い夕方には、鳥の声

と木々の多さで、なにやらジャングルに迷い

こんだ感がある。キャンパス西隣にキーラ山

（Mt．Kei正a）があり、さらにパノラマ感を増

している。大学の隣には、ほぼ大学と同じ規

模のウーロンゴン植物園があり、山と海が隣

接している自然が豊富なところである。

 学内には、文房具なども揃えている郵便局、

売店（ユニオン）、美容室、歯科、クリニック、

銀行、旅行代理店、学生生活サービスセンタ

ー、職員と学生の子供を預かる保育所（Kid昌I

U皿i）そして、地域社会とも密接に繋がってい

ており、学内の図書館、プールなどの体育施

設（Rec正3ationaIidAquaticCe皿ter）、科学セ

ンター（PI丑net趾ium）や映画館（UniMovie）

などが一般の方に解放されており、映画館は

ウ」ロンゴンでは最も大きい映画館で毎道水

曜日に上映される。まさに、UOWは市民が

誰でも使える公共施設のようである。

1害歳

17虚

16量

15書

12歳

11歳

6銭

鴫
4慮

○崖

大 学

高等学校（2年間〕

（Seoonda［y Sclloo1〕

  （S㎝ior〕

ナイフ

（TA冊）

中学校（4年間）

S6co皿d趾一y Sohoo1

 （Jmjor〕

小学校（6年間〕

（p的So止一〇〇1〕

義
務
教
育

幼稚園（1年間）

OKi皿d6正g副血e11）

 保育園働稚園
（Chj1doa記侶祀一schoo1）

11年生

10年生

7年生

6年生

図1 “S｝での教育システムミ〕

3 豪州および0㎝の教育概観

 オーストラリアの教育システムは図1に示

したように日本と異なる。州によっても若干

異なるがNSW州では小学校は6歳からと日

本と同じだが、中学校は4年間あり10年間の

義務教育となっている。さらに、高等学校は2

年間で、大学進学のほかに中学または高校卒

業後、100年以上の歴史をもつ技術学校TAFE

（ナイフという＝Tech皿ic田1副皿dFurthor

Ed皿。田tion〕といった教育システムが用意さ

れている。

 図2には大学教育のシステムを示す。3年

で学士（B副。helor deg正ee〕を取得できるが、

さらにもう一年学部にいると優等学士

（B目。ho1ordogreowit11Ho皿。rs〕が取得でき

る。工学部の場合は4年修業で学部によって

異なる。フルタイムの学生は1年間に48単

位以上（セメスター制18科目以上〕をとり、
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3年

1年Or
1．5～2年

1年

3年

  博士
 （Doctors）

  修士
 （Masters）

 優等学士
（Bache1or degrees

 withHonors）

  学士
（Bache1or degrees）

図2 大学の教育システム

大
学
院

学
部

3年卒業は144単位、4年卒業は192単位以

上となっている。また大学院へ進む学生は殆

とがBac11e1ordegreewithHonorsの4年卒

業者であるらしい2）。

 大学院では、研究しないコースワーク修士

が1年、研究を行うリサーチ修士が1．5年～2

年と日本に比べて短く、博士は3年と日本と

同じである。また、学部を卒業したあと、経

営学の半年コースの「Graduate Dip1oma」

や教員やソーシャルワーカー向けの1年間コ

ースにより、「Grad－uateCertificate」という

表1 授業の主な日程（2004－2005）1）

AUTAMN SESSION

2月23日一4月8日 ㎞d皿res（7weeks）

4月9日一4月16日

4月19日一5月28目 此d㎜es（6w6e㎞）

5月31日一6月4日

6月5日一6月18日 Ex㎜in虹i㎝s（2weeks）

6月21日一7月16日 ・三瀬擦漢銭蕪繕数締榮革）」1、

SPRlNG SESSION

7月19日一9月24日 ㎞伽res（1Oweeks）

9月27日一10月1日

10月4目一10月22日 此d㎜es（3weeks）

10月25目一10月29日

1O月30日一11月12日 Ex㎝iM㎝・（2w・・㎏）

SUMM瓦R SESSION
11月29日一12月17日 L鮒㎜es（3weeks）

一州■

12月20日一12月31日

1月4日一1月28日 bctures（4wee㎞）

1月31日一2月4日

2月5目一2月11日 EX㎜㎞拉i㎝・（1W・・㎞）

日本にはない学位を取ること一ができる。その

他、いろいろと細かいコースがあるようだが、

概ね以上のような教育システムを備えている。

入学は、秋入学（2月）と春入学（7月）があり、

授業は秋（2月～6月）、春（7月～11月）のセ

メスター制でオプションの夏（12月～1月）

のセッションに分かれている。その間の休み

は日本と同．じようにあるが、セッションの真

ん中にMid－Session Recessという休みが1

週間入いり（AVCC：オーストラリアの学長

委員会で決まっている）、また試験期間の前に

StudyRecessという休みが1週間入いる。な

にやら、休みばかりだなあと思われるが、内

容が濃い（朝8：30～17：30までの授業で、Civi1

Engineeringの場合には、一目同じ科目で4

時間の講義（朝8：30～12：30）と同じ週に少

人数グループに分かれたチュートリアルが2

時間が開かれており、充実したカリキュラム

を取っている）のである。

 学費は、永住権を持っている学生と留学生

と異なり、工学系の学部生で、国外学生の授

業料1年で約A＄17，500（A＄1＝事80）と日本の

私学とほぼ同じ。年間で8科目（48単位）を

取得する場合の授業料であり、1単位あたり

A＄365に対して、オーストラリア人学生は1

単位あたりA＄300弱と安くなっている。

1987年までは、なんとオーストラリア人は無

料であったという。

 オーストラリアの人口は日本の約1！7であ

る。一方、オーストラリアの大学は40枚ほ

どで日本の702校に対して1！18である。こ

の比率からいくと日本に比べて随分と大学が

少ない。表2はデータが古いが参考までに学

生数の日豪の比較を示した。比率が変わらな

いとすれば、人口当たりでは日本よりとくに

大学院修士、博士への進学率が4から8倍と

一210一



Univer畠i敏。fWou㎝go㎎より豪州の大学を概観する

表2 日豪の比較（92年！〕に加筆）

オーストラリア 日本

人口 1700万人
@ （1900万人）

1億2000万人

@（1億4000万人〕

大学生 36校  （3畠校） 523校 （702校〕

学生数 55万9ヨ65人 213万2064人

学部 45万人995呂人 203万2629人

修士 畠万5512人 7万36ヨ6人

博士 1万3S95人 2万5799人

（〕内は2口03年

高いのが特徴である。また、オーストラリア

の学生は30歳以上の学生が全学生の3害1」程

度と年齢が高い。先日、我が家にご招待した

お向かいのユニットにすむ大学院の学生二人

も関東出身だが、教育学の博士を取ろうとが

んばる女性たちである（あの空港で最初にお

会いした教育学部副学部長のところを良く知

っていた）。また、一人はアメリカの大学院を

出ており、彼女の話を聞いていてもアメリカ

より比較して年齢層が高いと言う。そういえ

ば、私の住んでいるGradu目toHouse（写真7，

3ヶ月で追い出される予定）には、日本人が多

く住んでおり、夫婦や子供連れで、日本の会

社を辞め、貯金を崩して勉強しに来ている学

生も少なくない。そのため皆必死で勉強して

おり、r試験の結果が即、人生に影響する」と

言っていた学生の言葉が印象的だった。

写真フ Oraduate Houso（大学宿舎〕

 オーストラリアも1982年から1991年まで

の1O年間に学生数は34万人から54万人へ

と57％も増加した。現在の日本と同じように

質の低下の問題が生じてきた。公式には学生

の質が低下していると言いにくいだろうが、

オーストラリアはしっかりと認識してまとも

に取り上げ、様々な学位取得コースの開設や

企業との連携などを行うことによって教育シ

ステムを立ちなおしたものと思われる。それ

には、数少ない大学の個性を保ったままの連

携・規制と、伝統的な職業技術教育がべ一ス

としてあったのかもしれない。日本は、あま

りにも数が多い大学と教授陣、質の低下を認

識することへの抵抗、さらには中等教育の乱

れもあり、オーストラリアのようには行かな

いことは私でも予想できる。

 オーストラリアでは、卒業する大学によっ

て年収が違うらしい。クイーンズランド州の

ある某有名大学は入学難易度ランクで「難」

であるが、新卒者の年収はr並以下」である。

一方、このUOWの入学難易度ランクはr並」

だが、新卒者の年収は「優」とされている2〕。

入学の難易度と新卒者の年収は必ずしも比例

しなく、いかに大学が優秀な学生を育てるの

かというところがとても面白いと思う。rThe

Good Univer畠itio畠Guido」3〕においてUOW

では、1999・2000．2000・2001年連続、オー

ストラリアの大学の教育に関する賞

（Univo鵬ityofthe地肌）を受賞している。

Freew囲yの看板には大きくその業績が示さ

れている。噂によると少数人数制で行われる

授業のチュ』トリアルの評判がよく、シドニ

ーの大学からもチュートリアルを受けに来る

らしい。
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4 おわりに

 本原稿は渡豪ユヶ月の間に記したもので、

まだ十分に理解していない点も多々あり、あ

る一面だけかもしれないので、その点はご容

赦いただきたい。これから1Oヶ月間を経て

さらに得た情報は別のところで報告させてい

ただくとする。

 今回、中部大学長期海外研究員として渡豪

させていただくことになり、関係者各位に記

して謝意を表すとともに、JABEE受容準備

の忙しい中、都市建設工学科教職員の皆様の

ご協力を頂き、このような機会を得ることが

できたことに深く感謝の意を表します。

 最後に、こちらに来て10年在住の日本人

の方に教えていただいた本で、本原稿にも

多々引用させていただいた本を紹介しておき

したい。「元気のでるオーストラリア」

（ISBN4・320・05476－8い〕という7年前の出

版物になるが、ある国立大学の助教授である

筆者が私と同じ二ようにUOWに研究負として

渡豪する経緯からソフトなタッチで書かれた

書物である．UOWの大学教員の給料から4

リットルワインの話、研究のクオリティとは、

オーストラリアの大学研究政策の考え方、豪

州最大研究機関のCISRO（Commonw冊1th

Scientific  a皿d  I皿du畠t正ial  Ro畠e趾。h

0㎎副nizatio皿〕等の日本人研究者インタビュ

ーなどが書かれており、今後、海外の大学に

行こうと考えられている方だけでなく、研究

者育成という大学の殺害1」の一参考になればと、

ここに紹介して筆をおくこととする。

       （15’10’04 Wo11ongo皿gにて）
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